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教職実践演習における模擬授業プログラム
―特別な支援を要する児童への対応を含めて―

○奥井智一朗（帝京平成大学） 齊藤 勝（帝京平成大学）
山本佐江（帝京平成大学）
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問題と目的

「教育職員免許法施行規則の一部を改正する省

令」により， 年度入学生から教職課程におい

て「特別の支援を必要とする幼児，児童及び生徒

に対する理解」に関する科目が新設・必修化され

た。今後，教職を希望する学生の「学びの軌跡の

集大成」として位置付けられている教職実践演習

において，当該科目の内容を扱う必要が生じるで

あろう。発表者らは特別な支援を要する児童への

対応を含めた模擬授業プログラムを開発し，実践

したので，その概要について報告したい。

方 法

大学の教職実践演習にて，学習に困難を示す

児童が在籍していることを想定した模擬授業プロ

グラムを実施した。対象は，小学校教諭免許状の

取得を希望する 年生 名であった（前・後半の

組に分かれて実施）。

結果と考察

模擬授業実施の流れ

【第 回】教員が準備した 単元 時間の指

導計画を学生に提示し説明した（第 学年「わり

算を考えよう（あまりのあるわり算）」）。模擬授業

を行う箇所がグループ間で重複しないように調整

させ（ ～ 名× グループ），次週までに各自で指

導案を作成するよう指示した（指導案は，教員に

よって 割程度作成してあり，指導上の留意点等

を学生が書き足すようになっていた）。

【第 ・ 回】各自が作成した指導案に基づい

て，グループとしてどのように授業を行うのかに

ついて協議する時間を設けた。また，各グループ

で学習に困難を示す 名の児童役を決めさせ，授

業のシミュレーションを行うように促した。

【第 ・ 回】全員が教師役の準備を行わざる

を得ない状況をつくるため，模擬授業実施直前に

くじ引きにて授業者を決定し， 分間の模擬授業

を行わせ，意見交換の時間を設けた。

学習に困難を示す児童の設定

計算に困難さを示す 児，読字に困難さを示す

児，行動のコントロールに困難さを示す 児の

状態像を第８回で説明した（教員作成の指導案に

おいても「児童観」としてクラスの状況と共に状

態像を記載）。その際，ユニバーサルデザインの視

点をもった上で個別対応の方法を考えるよう指示

した。

大学「教職実践演習」の内容

授業内容

第１回 オリエンテーション

第２回 自己の課題の明確化

第３回 週案簿について

第４回 週案簿の作成

第５回 現役教員との対話①

第６回 現役教員との対話②

第７回 の活用・机間指導について

第８回 模擬授業準備①

第９回 模擬授業準備②

第 回 模擬授業準備③

第 回 模擬授業①

第 回 模擬授業②

第 回 事例検討

第 回 ロールプレイ

第 回 まとめ

注）第 回を除いては コマ連続で実施

模擬授業終了後，観察した担当教員らによる検

討を行った。その際，本プログラムは，特別な支

援を必要とする児童への理解及び対応方法を考え

実施する力を確認できるものであるとの意見の一

致をみた。今後，プログラムの修正・改善と共に，

学生による感想や客観的指標等を用いて，その効

果について検証を行っていく予定である。
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協同的な学習に対する動機づけとメタ認知的方略との関連

岡田 涼（香川大学）

キーワード：メタ認知，動機づけ，小学生

問題と目的

学習を効率的に進めるうえで，メタ認知は重要

である。多くの研究から，メタ認知が学業成績と

関連することが明らかにされている（

）。小学生においても，学習方略の

つであるメタ認知的方略は，学業成績につなが

る要因である（ ）。

メタ認知的方略は，仲間との学習活動のなかで

身についていく面がある。自己調整学習の社会的

認知モデル（ ）では，メタ認知的

方略を含む学習方略は，モデリングのなかで発達

していくとしている。仲間との協同的な学習とメ

タ認知的方略との関連を示した実践研究もある

（木下他 高垣他 ）。

ただし，協同的な学習に取り組めば必ずメタ認

知的方略が獲得されるわけではない。どのような

動機づけで協同的な学習に取り組むかが重要であ

ると考えられる。本研究では，協同的な学習に対

する動機づけがメタ認知的方略に及ぼす影響につ

いて， 年間の縦断調査から検討する。

方 法

調査対象者

小学 ， 年生 名（男子 名，女子 名）。

質問紙

メタ認知的方略として，佐藤・新井（ ）の

学習方略尺度の中からメタ認知的方略尺度 項

目を用いた。また，岡田（ ）の協同的な学習

に対する動機づけ尺度 項目を用いた。いずれ

も 件法であった。

手続き

年間にわたって年度内の 月， 月， 月に

調査を実施した（ ～ ）。メタ認知的方略につい

ては 時点のデータを用い，動機づけについては

のデータのみを用いた。

結果と考察

尺度構成

メタ認知的方略尺度について探索的因子分析を

行ったところ，固有値が ， ， であっ

たため， 因子解を採用した。時点ごとに 項目

の得点の平均値を算出した（α ～ ）。協同

的な学習に対する動機づけについて探索的因子分

析を行ったところ，固有値が ， ， ，

であったため， 因子解を採用した。 項目

を削除した後，第 因子を自律的動機づけ（α

），第 因子を統制的動機づけ（α ）とし

た。それぞれ項目得点の平均値を算出した。

協同的な学習に対する動機づけとメタ認知的方略

との関連

メタ認知的方略の級内相関係数は であった。

メタ認知的方略の初期値と変化に対して，協同的

な学習に対する動機づけが及ぼす影響について，

マルチレベルモデル分析を用いて検討した。レベ

ル では時点からの効果を想定し，レベル では

切片に対して，学年と つの動機づけからの効果，

時点からの傾きに対して つの動機づけからの効

果を想定した。また，時点間の得点の 次の自己

相関を仮定した。その結果，レベル では時点の

効果が有意であった（γ ）。レベル

では，切片に対して，学年（γ ）と自

律的動機づけ（γ ）の効果が有意で

あった。傾きに対する自律的動機づけの効果が有

意であった（γ − ： ）。

考 察

協同的な学習に対する自律的動機づけが高い児

童は，メタ認知的方略が高いことが明らかにされ

た。仲間との協同的な学習に興味をもち，積極的

にかかわろうとする児童は，メタ認知的方略を有

していると考えられる。一方で，その差は時間と

ともに縮まっていた。その背景には，協同的な学

習に対する動機づけ自体の変化の可能性が想定さ

れる。動機づけとメタ認知的方略の両面の変化を

捉えたうえで，協同的な学習がメタ認知的方略の

発達に及ぼす影響を明らかにする必要がある。
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